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は じ め に

開約 した約付 き花粉 を精製する場合 ,節 い器

やキ シレン等の有機溶媒 を使用す るのが一般的

である。今回,こ れ らとは異なるオイルでの精

製が,従 来よ りも優れた点があることを見 いだ

したため,そ の特性について報告する。

本精製法 については,平 成 6年 に自石カル シ

ウム株式会社が見出 した ものであ り,平 成 16年

に特許出願がなされている。

なお,本 報告は,農 林水産研究高度化事業に

よる「新規液体増量剤 を利用 した果樹 の省力的

人工受粉技術の確立」によって行われた研究の

一部である。

2試 験 方 法

試験 1:食用油で精製 した花粉の回収率

前年採取 した
゛
千秋 'の 約殻付き貯蔵花粉 を

供試 し,花 粉 5gを 食用油 (ヘ ル シー リセ ッタ

:日 清)100mlと 混和 し,茶 こし器で一旦ろ過後 ,

ステ リトップろ過 フィルターで更に吸引ろ過 し
,

回収 したオイルの残量 と約殻の残重か ら精製花

粉の回収率を求めた。対照 として定法 によ リア

セ トンで精製 した花粉の回収率を比較調査 した。

試験 2:シ リコー ンオイルに浸 した花粉 の貯蔵

性  前年採取 した `千 秋 'の 約殻付き貯蔵花粉

を供試 し,薬 さじ一杯分 を約 5 mlの ね じロガラ

ス ピンに取 り分け,容 器内の花粉 をシリコー ン

オイル (TSF484:GE東 芝シリコンKK)で 浸 し, 5
℃ ,10℃ ,15℃ ,20℃ ,30℃ の一定温度 に設定

した恒温器で貯蔵 した。対照 として,同 一容器

で シリコー ンオイル処理のない貯蔵区を各温度

毎に設けた。 これ らを一定期間毎 に取 り出 し,

定法の発芽培地 (寒 天 1%,ス クロース 10%)で

発芽率を調査 した。

試験 3:各 種オイルで精製 した花粉の結実性

2005年 5月 3日 に福島農総セ果樹研 の試験圃

場に栽植されている ・ふ じ'/1M7 13年 生樹お

よび同年 5月 16日 に当場内ほ場に栽植 されてい

る `ふ じ'/M2620年 生樹 , `ア キタゴール ド

'/M2621年 生樹を供試 し,購入 した ・祝 'の

貯蔵花粉 を各種オイルで精製 し,開 花前の風船

状の花 に綿棒で人工受粉 した。各処理区とも処

理直後 にハ トロン袋で被覆 し,訪 花昆虫等 によ

る外部か らの影響を遮断 した。

試験区の規模及び調査は, `ふ じ'/JM7台 樹

では10花 (1花 そ う当た り 2花 に制限 し, 5花
そ うに処理)/樹 3反復 とし, 5月 24日 に結実

の有無を,H月 9日 に収穫 した果実の重さと種子

入 り数 について行 った。一方 , `ふ じ'と `ア

キタゴール ド'/M26台 樹では,10花 そ う (花

そ う内に着花 した全花 に処理)/樹  反復樹な

しとし, 5月 30日 に結実の有無を,各 品種の収

穫時 に果実重 と種子入 り数 につ いて調査 した。

3 試験結果及び考察

(1)食 用油で精製 した花粉の回収率は,188%
と対照のアセ トン精製 194%と 比較 し同等の採

取効率を示 した (表 1)。 また,食 用油での精

製花粉 は,静 電気 による飛沫が無 く,精 製後の

取 り扱いが容易であつた。

表 1 食用油による精製花粉の回収率

精製素材 約殻付き 使用量 回収量 回収率

花粉重量

(g)     (ml)    (g)     (%)

5    100  0 94 18 8

5  適量 097 194

(2)貯蔵 中の花粉 の発芽率は,処 理の有無に関

わ らず ,貯 蔵温度が高いほど低 くなる傾向がみ

られたが, 同一温度条件で比較 した場合 ,シ リ

コー ンオイル処理区の方が無処理区に比べ平均

して 10%程 ,高 い発芽率を示 した 〈表 2)。

この ことか ら,シ リコー ンオイルで精製 した

花粉は,一週間程度であれば家庭用の冷蔵庫 に

保管するだけで,高 い発芽率を維持する ことが

可能と思われた。

食用油

アセ トン
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シリコーン

9日  671
25日  657
37日  402
57日  426
81日 413
95日  485
109日  39 9
127日  394
140日  298
191日  26.8
233日  32.8

64 4  62 9
71 8  63 0
41 3  32 2
45 1   53 3
42 5  36 8
43 2  36 9
38 8  33.4
178  5_9
29 1    4 9
24.8  64
167  58

58 4  45 6
53.7  0.0
211  00
201  00
11 9  00
41  00
2.0  0.0
0.0  00
00  0.0
1 5  00
00  0.0

59 2   41 9   48 4   48.4   16.1
68.0   39 5   33 9    0 0    0 0
38 6   34 0   17 2   11 9    0 0
37.1   37 8  24 4   8 6   0 0
38.5  26 8   18 7   5 7   0.0
35.5  27.0   4 5   4 2   0.0
38 7   31.5    3.1    2.8    0.0
242  65  0.0  0.0  00
18.8  10 :   0_0   0 0   0 0
16.8  24  14  14  00
18.1   5_1  50  00  00

表 3 各種オイル精製 による人工 結実に及ぼす影響

の精製に用いた 結実率 調査 平 均   種子数

(%) 果数 果重 (g)最多 最少 平均区 オイルの種類 Nol  No2  No3:

1

2

3

4

10

10

貯蔵生花粉

食用油精製花粉

ミネラルオイル精製花粉  7
オリープオイル精製花粉  6

328 3    10    6   8 2

313 8   11   2  80

10   10

9    10

6     4

10     6

100 0   14

96 7   14

59 3   8

73 3   9

264 2     8

344 4    10

1  3 6

6 81
ι
反復樹のNo

表 4 各種オイル精製花粉による人工受粉が結実に及ぼす影響

試験 花粉の精製に用いた 供試  結実率 調査 平 均   種子数

区  オイルの種類 花数  (%) 果数 果重 (g)最多 最少 平均

1  アセ トン精製花粉   41  1000  5  - 12    2  6 8

2  食用油精製花粉 44      86 4    6    176 9   22     2   7 7

3  食用油精製花粉    43
4  シリコーン精製花粉  40

100 0   10

88 3    8

233.3   17

231.0  10

1

4

94
71

1, 2区 は `ア キタゴール ド'3, 4区 は `ふ じ'を供試

(3)各種オイルで精製 した花粉 を用 いた人工受

粉の結実率は,対照の貯蔵生花粉処理区が 100%

に対 し,食 用油精製花粉が967%,オ リープオ

イル精製花粉が733,ミ ネラルオイル精製花粉

が593%と , ミネラルオイル区がやや低か った

以外,高 い結実率を示 した (表 3)。

これ ら収穫時の果実重は,貯 蔵生花粉処理区

に比較 し,食 用油精製花粉 区が956%,オ リー

プオイル精製花粉区が1045%,ミ ネラルオイル

精製花粉 区が805%を 示 し,ミ ネラルオイル精

製花粉区以外 は対照区と変わ らぬ肥大 を示 した。

また, これ ら果実の平均種子数は,ミ ネ ラル

オイル精製花粉区が36個 と明 らかに少なかった

が,他 の処理区は生花粉 区とほぼ同数の 8個 以

上を示 した。

(4)食用油 とシリコー ンオイルの柱頭組織への

影響を再確認するため,両者 とも意識的にオイ

ル をしたたるほ ど柱頭 に付着させた結果,い ず

れ も高い結実率を示 し阻害的な影響は認め られ

なかった (表 4)。 これ ら収穫時の果実重は ,

いずれ も小玉傾向であったが, この原因は,花
そ うの全花 に着果 させ ,し か も生理落果 を見極

めるため摘果が遅れた ことな ど,栽 培管理によ

る影響が大きいものと思われる。種子数は,い
ずれの処理区ともバ ラツキがみ られたが ,対 照

のアセ トン精製花粉 区と変わ らぬ値を示 した。

4 ま と め

以上の ことか ら,オ イルで精製 した リンゴの

花粉は,従 来の方法 と比較 し,回 収率はほぼ同

等で,静 電気 による飛沫 もな く,20℃ 以下の低

温貯蔵で一週間程度,高 い発芽率を維持するこ

とが可能であつた。 また,オ イルで精製 した リ

ンゴの花粉 を人工受粉 に用 いて も,結 実率や果

実肥大 ,種 子入 りに悪影響はみ られなかった。
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